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平成２８年度市政懇談会会議録 

 

開 催 日 時：平成２８年４月２６日（火） 午後７時～午後８時 

開 催 場 所：境総合文化センター 小ホール 

参 加 者：１４７人 

 

市側出席者：五十嵐市長、吉田副市長、德江教育長 

佐藤総務部長、福田企画部長、池田財政部長、松島市民部長、茂木環境部長、 

武井健康推進部長、三澤福祉こども部長、横山長寿社会部長、出崎経済部長、 

岩佐建設部長、笠原都市計画部長、毛呂公営事業部長、喜楽水道局長、 

笠原消防長、高尾経営企画部長（市民病院）、大澤会計管理者、 

大澤監査委員事務局長、荻原教育部長 

                                            

１ 開  会   司会進行（企画調整課長） 

２ 特別職の紹介・市職員（部局長）の紹介 

３ 市長あいさつ 

皆様、こんばんは。本日は、夜分お疲れのところ、また、お忙しい中、市政懇談会にお

集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

この市政懇談会は、年度当初にあたり、本年度、当市がどのような方向を目指していく

かについて、概略をご報告させていただき、また、皆様から、ご質問、ご要望等をお受け

して、市政に反映させていこうという趣旨のもと、開催するものです。 

ご報告に入る前に、先日、熊本を中心とした九州で発生した大災害に対して、心からお

見舞い、また、お悔やみを申し上げます。この災害にあたり、当市においては、昨日から、

建物の危険度判定士の資格を持つ職員６人を熊本に派遣し、作業にあたっているところで

す。また、市民病院においても、医師及び看護師の派遣準備を進めているところです。今

後も、現地の要請に応じて、できる限りのお手伝いをしていきたいと思っていますので、

ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、スクリーンをご覧いただきながら、平成２８年度の重点政策等について、ご

説明させていただきます。 

 

４ 重点政策の概容 

（１） 平成２８年度重点政策について ＜市長説明＞ 

（２） 質疑応答 ＜特別職及び部局長＞        （７：３５～）       

 
 ※質問及び回答の要旨を掲載しています。 

◆空き家調査の結果について 
  【質問】 

    昨日の新聞に、空き家対策計画について、県内７市町村が策定予定との記事が掲載され

ていました。伊勢崎市では、昨年１２月中旬から、今年２月に空き家の調査をしていたか

と思いますが、その調査の結果、どの程度空き家があるのか、その内、倒壊の恐れのある

空き家がどの程度あるのか、わかる範囲で教えていただきたいと思います。 
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【回答】（環境部長） 

    空き家の調査結果についてですが、水道や課税状況のデータを突き合わせたところ、空

き家の可能性がある建物が、約３，５００件ありました。その内、実際、調査員により現

地を確認したところ、空き家の可能性がある建物が約１，５００件ありました。また、そ

の中でも、特に状況の悪い、いわゆる特定空き家の可能性がある建物は、約４０件でした。 

 

◆災害時の要援護者名簿について 
  【質問】 

    東日本大震災を経て、災害対策基本法が改正され、各市町村に、災害時の要援護者名簿

の作成が義務付けられました。伊勢崎市においても、一昨年５月に名簿が作成され、民生

委員や地域の自主防災組織等にその名簿をいただき、地域で共有することができました。

その後、昨年の広報いせさき１月１日号に、名簿作成に係る登録に対する呼び掛けが掲載

されていました。第１回の登録時は、手挙げ方式だったため、元気な方が名簿に載ってい

たり、本来載るべき方が漏れていたりしましたが、昨年の登録時には、地域の民生委員と

して、漏れのないよう登録をしていただくための取り組みを行いました。昨年５月頃には

名簿が作成されるかと思い、市に問い合わせたところ、システム変更により暫く名簿は出

せないという話でした。その後、今日に至るまで名簿を確認することができていません。 

私の担当する地域では、３８人の登録がありましたが、その内、すでに５人がお亡くな

りになり、５人が施設に入所され、現在、約４分の１の登録者がすでに名簿の対象外とな

っています。さらに、要介護認定を受け、支援が必要となった方も増えています。 

    今回、熊本地震でも、被災者の多くは高齢者だということなので、やはりこの災害時の

要援護者名簿については、例え手作業であっても作成し、地域に提供していただき、地域

で共有していく必要があるのではないでしょうか。災害は、いつ起こるかわかりません。 

    群馬県では大きな地震があまりないと言われていますが、東日本大震災後、県では地震

被害想定調査の見直しが行われ、その結果には、太田断層による地震が取り上げられてい

ました。太田市に隣接している伊勢崎市東部の境地域では、震度６強が予想されているよ

うです。太田市内においては、震度７のところも多数発生し、千名を超す死者及び８千人

近い負傷者が出ると予想されているようです。このように、いつ地震が起きてもおかしく

ない状況なのです。今回の熊本地震からもそのようなことが言えると思います。 

    ぜひ、災害時の要援護者名簿の作成をきちんとやっていただきたいと思います。法の改

正により義務付けられているのですから、よろしくお願いします。このことは、市の第６

期高齢者保健福祉計画の中でも、地域包括ケアシステムの関係で推進されていると思いま

す。地域内での見守りや助け合いを日常的に進めることにより、災害時における有効な支

援活動につながるのではないでしょうか。この名簿は、災害時だけではなく、日々の支え

合いや助け合い活動にも重要な役割を持つものであると捉えていただきたいと思います。 

    また、名簿作成に係る登録について、現在は、市の広報紙の一部のスペースで周知を促

しているようですが、この方法では、本当に必要な方が登録しないのではないでしょうか。

例えば、要介護者には要介護認定を受けた時に、障害者には障害者手帳交付時に、妊産婦

には母子手帳交付時に登録用紙を一緒にお渡しする等、行政の日々の業務の中にリンクさ

せていくことも１つの方法ではないかと思います。災害対策とは、決して一部で取り組む

ものではなく、市全体で対応すべきものです。名簿登録についても、日々の行政の中にし

っかりと位置付けていけば、対象者が漏れることなく登録されるはずです。さらに、そう
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いった人たちを災害時の被害から守ることにつながるのではないかと思います。 

 

【回答】（総務部長） 

    災害時の要援護者名簿の更新が遅れていることについては、大変ご迷惑をお掛けし、申

し訳ございません。 

    現状についてご説明させていただきます。平成２６年６月から、ご本人の同意をいただ

いた３，２１６人の要援護者の行政区別名簿を、地元の区長及び民生委員等の皆様に提供

しており、その名簿更新作業を年１回行う予定でした。この更新作業をスムーズに行うた

め、昨年度、要援護者台帳管理システムを新たに導入し、本年４月から運用を開始したと

ころです。現在、システムの動作確認、名簿搭載された３，２００人前後の引継作業及び

新規の申請約５００件の登録作業を行っています。更新された名簿については、７月まで

には何とか提供できるよう、鋭意努力して取り組んでいますので、ご理解いただき、もう

暫くお待ちいただきますようお願いします。 

    また、このシステムを導入し、いざ災害が発生した際には、災害対策基本法の改正によ

り、災害時には要援護者本人の情報提供合意の有無に関わらず、最新の情報で名簿を作成

及び提供することができるようになったところです。 

また、ご指摘いただきました登録に関する周知方法についてですが、積極的に窓口等で

勧奨できるよう、今後、関係部局と検討してまいります。 

 

その後の対応 

    ５月１２日（木）に、災害時要援護者支援関係課長会議を開催し、制度に係る窓口での

周知及びチラシの配付について確認を行うとともに、要援護者名簿の作成に関する事務に

ついて、関係課で対応していくことを再確認しました。 

 

◆境島村地区における人口減少対策について 
  【質問】 

    伊勢崎市は、全国的に人口減少が続いている中、数少ない人口増加の都市であるという

話がありましたが、伊勢崎市の人口減少対策等についてどうお考えになっているのかお伺

いしたいと思います。と言うのも、私の住んでいる利根川南部の地域では、まさに、人口

減少が進んでいるからです。特に、少子高齢化ということで、６５歳以上の高齢者率が４

０％を超える状況にあります。また、合併して１０年経ちますが、少子化については、合

併当初から明らかなことだったのではないでしょうか。当然、伊勢崎市においても、この

ような状況になろうことは把握していたはずだと思いますが、この１０年間、それらを解

消するために、市はどのような対策をとってきたのでしょうか。 

今年３月、１４３年の歴史を誇る境島小学校が閉校となりました。このままの状態が続

くと、１０年後には、私たちの地域はどのようになってしまうのでしょうか。少子化が進

み、高齢者ばかりとなり、さらに、その高齢者さえいなくなってしまった時には、まさに

地域としての存立が危ぶまれる状況になってしまうのではないでしょうか。なぜ、利根川

南部の地域が今のような状況になってしまったのか、その大きな原因はどこにあるのか、

そういったことをしっかりと把握していただきたいと思います。 

まち・ひと・しごと創生ということで、大変大きな内容ではありますが、私たちは、今

現在の境島村地区、特に利根川南部の状況を見ると、この先のことが非常に心配になりま
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す。世界遺産がありますが、この世界遺産を維持する住民すらいなくなってしまうのでは

ないかと危惧しています。伊勢崎市全体としての人口は増加しているのかもしれませんが、

利根川南部の地域についてはどのようにお考えなのか、また、この１０年間、市はどのよ

うな対策をとられてきたのかお伺いしたいと思います。 

 

【回答】（市長） 

    市全体としては人口が増加している状況ですが、ご指摘のとおり、境島村地区において

は、残念ながら人口が減少している状況にあります。これは、境島村地区だけでなく、旧

伊勢崎地区においても、特に駅周辺の地域、南地区及び北地区等で、いわゆるドーナツ化

現象による人口減少が見られます。その他、例えば、豊受、三郷、宮郷、茂呂地区等にお

いては、新興住宅地等により人口が増えているところもあります。また、学校等について

は、宮郷地区で学校を増設する、赤堀地区で新しい中学校を建設するといった状況もあり

ます。人口が減少しているところもあれば、増加しているところもありますが、これらの

原因は、１つということではなく、様々な要素が重なった結果だと思います。 

私は、就任当初から、全市域の均衡ある発展を目指すことが大事だと考えていますので、

そのために考えられるいろいろな施策を進めてまいりました。なかなか功を奏さないこと

もあり、皆様にご満足いただけない部分もあろうかと思いますが、これからも決して諦め

ることなく、考えられる施策をしっかり進めていきたいと考えていますので、今後とも、

ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

◇閉会あいさつ（市長） 

本日は、夜分お疲れのところ、また、お忙しい中、このように多くの皆様にご参加いた

だきまして、誠にありがとうございました。 

皆様からいただきましたご質問、ご要望等についても、今後、さらに気を引き締め、し

っかり取り組んでまいりたいと思います。 

今後も、皆様のご指導、ご理解、ご協力をお願い申し上げ、お礼のご挨拶とさせていた

だきます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

 

５ 閉  会（企画調整課長）       （８：００） 


